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リ ズム体操授業における音楽学習の方法論 I

M e t h o d o l o g y  o f  m u s i c  s t u d y  i n  t h e  r h y t h m i c a l  m o v e m e n t  

l e s s o n s  a t  s c h o o l  I

森 下 修 次 * ・ 榎 本 暢 子 * * ・ 滝 澤 か ほ る *

Ⅰ は じめに

今日 , 世界的には ｢ 音楽と調和 した リ ズミ カ ル な動きを中心とするリズ ム 体操｣ が, 生涯体育
･ ス ポ ー

ツ

と して定着 し, 心身の健康ととも にさ ま ざまな喜び を生 み出して い る ｡

リ ズ ム 体操の 目的は ,
洗練された よい 動きを身につ け ,

基礎的なからだを つ く る ことにある
1 )

｡ リ ズ ム 体

操は, 音楽と
一 体と な っ て , こ こ ろか ら生き生きと楽 しく行う全身的な動きを特徴と し, 心と からだの 解放

をね ら い と した動き の 教育で ある
2)
｡

リ ズ ム 体操の授業にお い て は, 音楽を使 っ て , 空間的, 時間的 ,
力動的変化を伴 っ た い ろい ろな全身的運

動が展開され る｡ そ れらの 運動は, グ ル - プ で 行われた り, 手具が用い られたり ,
多様な広がりを持 っ て指

導される ｡ 音楽によ っ て ,
動く楽しさが増 し, 運動回数が得られ, 動きが全身的で リズ ミ カ ル に高め られ る

とともに自由な動きが引き出される o こ れは ,
ル ドル フ ･ ボ

ー

デが, 音楽と動きが
一 体とな っ て 結び つ く こ

とに より ｢ 内にある感覚を呼び起 こ し, 刺激 し, 解放する｣
3 )

と して い る ように, リ ズ ム 体操の音楽に は重

要な意味がある ｡ こ ころとからだの
一 致により発現されるリ ズ ミ カ ル な全身運動が可能になり, そ れによ っ

て ｢ 表出の 可能性を引き出し, 創造性を発達させる こ とがで きる
4 )

｣ か らなの で ある o

体操における音楽は, 動きの た めに行う ｢ 伴奏｣ で はない ｡ ま た逆に , 動きを音楽に 合わせ る こ と で もな

い ｡ 音楽と動きが
一 体となると言うの は, 音楽の もつ 形成力と動き の 潜在的な可能性が作用 しあい ,

こ こ ろ

とからだの 調和 した全体的な動きに高め られ る こ とで ある ｡

体操の 課題と して は , 動き の基本形 の 学習,
動きの 工夫,

一

連 の 運動の構成があげられ る｡ そ れぞれ に,

音楽の 選択が問題になる ｡ 運動にあ っ た音楽を つ けるの が理想的で あるが,
`
多くの 場合条件が整わず, こ の

ような方法を取るの は ごく少数に限られ て い る ｡
一

般的には
,
音楽を坪凱 ､ て ひ らめい たイ メ

ー ジか ら運動を

構成する方法や, 運動の テ
ー マ に あ っ た既製の 音楽を探す方法が とられて い る ｡ こ の場令, 音楽によ っ て運

動が制約される短所が ある反 面,
より創造的な構成が引き出され る長所もある ｡ また, 音楽に よる興味付け

が優先され , 流行して い る音楽が多く用い られ る の で偏 っ た運動が構成される傾向も見られ る｡ 今後 , 音楽

と動きとの 調和に関する基礎的研究と共に具体的な指導実践研究を進める必要があると考えられる ｡

ⅠⅠ 研究目的

本研究は本学紀要第 7 巻第 1 号に掲載された ｢ リ ズ ミ カ ル
･ ム

ー

ブ メ ソ トにおけ る音楽の 動きを研究
- 音

楽構成 の理解と動き の 変容と関係性 - ｣
1 )

を踏まえ て行 っ て もの で ある｡

2 0 0 5 . l l . 3 0 受理
*

新潟大学教育人間科学部,
* *

リ ズ ム 体操研究家 ( 新発田市在住)
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表1 リズム体操の構成

構 成 図1 番号 指 数 動 き

前奏 ① 8 × 2 音楽を聴きながら心 の 中で動く準備o

A

②
8 × 2 右 足 か ら前 - 4 歩走 つ て 右足 ホ ッ プ , 左足 ホ ッ プ す る (1 - 8) ○ 繰り返す ○

8 × 2 右足より4 歩後ろ走り で 下が り右足 ホ ッ プ , 左足 ホ ッ プする (1 - 8) o 繰り返す o

③
8 × 2

右足 か ら横 - 大 きく踏み出し
, 胸 を開くように両腕を横 - 広げ (1 , 2) 胸 を閉 じ る よう に両腕

を閉じ る (3 , 4) o 繰 り返 すo

腿を手 で リ ズ ム 打ち 3 回 (1
,
2) 拍手 2 回す る (3 , 4) o 繰り返す o

8 × 2 左 側 - 同様に繰り返す o

④

8 × 2

右 - 踏み出しなが ら右腕を横 - 伸 ばし(1 , 2) 左腕 を 上 に伸ばしなが ら左足を右足に揃え(3 , 4) ,

左 上 を下 ろ し なが ら右腕を上 に伸ばす (5 , 6) o そ して 垂直18 0
○

回転 ジ ャ ン プ で 後ろ を向き
,

もう一度そ の場で 軽く ジ ャ ン プ す る ( 7 , 8 ) o 繰り返す○

8 × 2
正 面 に戻 つ て く るの で

,
今度は 左方向に左星か ら踏み出し同様に繰り返す○

( ※ 方向が逆 に なる の で 腕 も右方向 - の 動 きの時と逆 にな る○)

@ 8 × 2
右 - 大 きく右足で踏み込 ん で (1 , 2) 右 上斜め天井 - 在手 を高く突き上げ る (3 , 4) o

左足 に体量を移 し (5 , 6) 左 上斜 め 天井 - 右 手 を高く突き上げ る (7 , 8) ○ 繰り返す ○

@ 8 × 2 右方向か ら大きく円を描くよう に ダイ ナ ミ ッ ク に 走る ○

B

⑦

3 × 4 左 で 上体を準備 し右振り (1 , 2 , 3) 左 振り (2
,
2
,
3) 大 きく准 - 左宥回旋 (3 , 2 , 3- 4 , 2 , 3) ○

3 × 4 左振りか ら同様 に繰り返す ( 回旋は左 へ) ○

3 × 4 右振りか ら同様に繰り返す ( 回旋は右 へ) ○

3 × 4 左 振りか ら同様に繰り返す ( 回旋は左 へ) o

⑧
3 × 4

右 方 向 へ 深くゆ つ く り振りな がら180
o

向き を変 え
,
上 へ 伸び る (1 , 2 , 3- 2 , 2 , 3) o

さ ら に 正 面 に 戻 る ように18 0
o

向き を変えな がら右 - 振る (3 , 2 , 3- 4 , 2 , 3) o

3 × 4 左 方 向 - 同様に繰り返す○ 最後に そ の まま左を向く o

⑨

3 × 4
上に伸びて準備 し, 右腕 は 後ろから前 へ

, 左腕 は 前 か ら後 - 交 互前後振りを行い (1 , 2 , 3-

2
, 2 , 3)

,
前後交互回旋す る (3 , 2 , 3- 4 , 2 , 3) ○

3 × 4 左腕 を前 に振り同様に繰り返すo

3 × 4 右腕を後 に振り同様に繰り返すo

3 × 4 左腕 を前 に振り同様に繰り返すo

間奏 ⑲

8 × 1
左足 を前 に踏み 出 しなが ら 上 に 伸び (1 , 2) 右脚を 上げて い き バ ラ ン ス 立 ち ( 3 , 4 , 5 , 6) o

脚 を下ろして右方向 へ 向きを変える (7 , 8) ○

8 × 1
右足を前に踏み出しなが ら上 に伸び (1 , 2) 左脚 を上げて い き バ ラ ソ ス 立 ち (3 , 4 , 5 , 6) ○

脚 を下ろして (7) の 正 面 を向く (8) o

A
'

⑪ 8 × 4 (勤と岡様に動くo

㊨ 8 × 4 ⑨と同様 に動く ○

⑲ 8 × 4 ④ と同様に動く ○

⑲ 8 × 2 ⑤と同様に動く o

⑮ 8 × 2 ⑥と同様に動く ○ 戻 つ て きた ら足を大きく左右 に開く ○

終結部 ⑲ 8 × 2

膝 を曲げて深く両腕を前で交差さ せ大 きく円を描く ごとく外 - 向か つ て 回 し (1 - 4)
,
右手 で

右 腿
,
左手 で 左腿 を リ ズ ム 打 ち 2 回 (5

,
6) 両腕 を上 へ 伸 ばす (7 , 8) .

繰 り返 し ( 1 - 6) o 軽く ジ ャ ン プ し両手を寄せ 上体 も小さく し (7) , パ ツ と全 身を伸ばすよう

に , 足 は 左 右 に両手 は斜め 上 に 高く伸ば しポー ズ ( 8) ○

( 荏) ･ ① - ⑲は 下記 の 図 1 の ①
-

⑲ に 対応 して い る ( 一部省略) ｡
･

8 × 2 は
, ｣ を 1 拍として1 , 2 , 3 , 4

,
5
,
6
,
7
,
8 と カ ウ ン トと 2 回行う｡ ただ しB の 部分はJ を 1 拍として1 , 2 , 3 ,

2
, 2 , 3 と 3 拍を 1 ま とめ として カ ウ ン ト して , 指定回数繰り返す ｡

･ ⑲は 6 / 8 で ある が｣ ･ を 1 拍と して カ ウ ン トして い る ｡ 楽譜 で は7 , 8 に 相 当す る部分はな い が
,
6 に 相 当すると こ ろ

をゆ っ く り奏 で る (Tit .) こ と で 対処 して い る｡
･ ( 1 , 2) 等 の 数字 は カ ウ ン トを表 し, イ ラ ス ト下の 数字 ( カ ウ ン ト - 1

,
2
,

- ･

) に 対応 して い る ｡
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園2 動きを検討 L て いると ころ｡ 左が榎本 , ピアノを弾いてい るのが森下 ｡
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その 研究 で は , 既成の 音楽に動きを つ ける従来の メ ソ ー ドに用い て模擬授業を行 っ た｡ 授業で は音楽との

つ なが りを重視 し, 音楽に関する レ ク チ ャ ー

を行い , そ の ことに よりどう授業が変わ っ て い くの か を考察 し

た｡ なお
, 被授業者はリ ズ ム 体操指導者1 2 名 で 本研究グル ープの 音楽科教員 ( 伊野, 田中, 森下) が レ ク チ ャ ー

講師を担当 した ｡ その こ とか らプ ロ グラ ム 開発上の課題と して 以下の ような優位点, 問題点が見えて きた｡
･ 音楽やリ ズ ム 体操 - の 積極的な気持 ちが増す｡
･ 音楽の 動きに対するより細か い 豊かなイ メ ー ジを形成する o
･ 音楽の 変化を意識 した動きを しようとする ｡
･ 音楽との 関係にお い て 作品の 問題点や課題が 見えて きた ｡
･ 音楽構造の 理解や感受を , 作品の構成や動きに生 かす｡

上記の 問題点の うち
, 音楽と動きの 関係を どの ように 改善する かを検討して きた｡

先ほ どの リ ズ ム 体操は じめ
,
音楽を使用する運動で は音楽が先に選ばれ , そ の音楽に 合わせ て動きが作ら

れる こ とが多い ｡ しか しながら ,
こ の方法で は多少とも音楽に動きが規制され て しまうおそれ がある ｡ リ ズ

ム 体操におい て もそれぞ れの 動きに意図があり
,
音楽を吟味した と して も, リ ズ ム 体操 の 意図 が発揮で きる

作品 に仕上 げる こ と は難 しい ｡ な らば先にリ ズ ム 体操の動きを作り
,
体操の 動きに合わ せて 作曲する方法で

リ ズ ム 体操作品を作る とい う試みを行 っ た｡ なお, 試作された作品 は ｢ リ ズ ム 体操授業における音楽学習の

方法論ⅠI ｣
2 )
で 実際の 教育現場 で の 活用法を提示 して い る ｡

ⅠⅠI ｢ 動き｣ の作成

榎本は下記の ような フ ォ - メ ー シ ョ ソ を考案 した｡ 全体の 構成は次の 通りで ある ｡
･ 前奏
･ A ( 活動的な動き, M . M . ｣ - 1 4 0 程度の速さ)
･ B ( 比較的ゆ っ く りと大きな動き ,

1 柏は M . M . ｣ - 6 0 程度の 速さ)
･ 間奏 ( B か ら A に戻る ブリ ッ ジ の部分)
･ A

'

( A の 再現部)
･ 終結部 ( A と同 じ速度, 調子)

詳細を表 1 と図 1 に示す｡

Ⅳ 作成方法

榎本の 考案 した動きに 合わせ て , 森下が音楽を作成した ｡

作成は次の 方法 で 行 っ た ｡
･ 最初に 全体のイ メ ー ジを話 し合うため

, 榎本, 森下を含む今回 の 研究に 関わ っ た数名が集まり
,
ミ ーテ ィ

ン グ で構成を話 し合い , 最初の 試案を作成 した｡ 作成中の 写真を図 2 に示す｡
･ そ の後改良を加 え

,
リ ズ ム 体操の動きを記録 した ビ デオ を作成 した ｡ 拍を数えなが ら榎本自身が演じた ｡

そ の映像を見ながら森下が音楽を作成 した ｡
･ 楽器は ピ ア ノ を使用 した｡ 西洋音楽 で はリ ズ ム , 旋徴 和音を表現するの に便利で あ り, 打楽器や管弦楽

器 を用 い て編曲する こ とも容易だか らで ある ｡
･ M I D I ( コ ソ ピ ュ ー タ音楽) を用 い て 作業を行 っ た ｡ こ れ は作成後 の変更が 容易で あり , 演奏 C D 作成と

楽譜作成が コ ン ピ ュ ー タ のみ で 作成で きるから で ある｡ また , 作成途上 の 作品 を実際の 音で 確認で きる等
の メ リ ッ トもある ｡

･ ビ デオを参照 し, 動きに合わせ ながら M I D I ピ ア ノ ( 自動演奏装置が組み込まれた グラ ン ドピ ア ノ) で 即

興的に演奏を行 っ た ｡ 演奏情報は M I D I で記録され
,
M I D I デ ー タ を元 に して音楽を構築して い っ た ｡

音楽の 作成 に当た っ て は次の点に留意した ｡
･ 調は全体を ホ長調 , 中間部を変 ニ 長調と した ｡ こ れは読譜が難 しくなる反面 , ある程度の ス キ ル を も っ た

演奏者には演奏が容易で , 演奏は体操を見なが らリ ア ル タ イ ム で 演奏され る こ とを考慮にい れたか らで あ
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る . 麦, る程度黒鍵が混 ざ っ て い る方が ,
鍵盤を見なく て も手の 感触で確実に音の 同定が可能だ と思われる

か らで ある ｡

匡] の部分は動きが軽 い の で ,
そ の た めにリ ズ ム 上 の 工夫を した ｡ 6 小節目の ように

一

部強拍の 音をあ え

て 外す こと , すなわ ち シ ン コ ペ - シ ョ ソ 的リ ズ ム と ス タ ッ カ
ー トを用い る こ とにより軽さ を演出した ｡ 図

3 のj) で 示す｡ また , ↓で 示 した ように , 和声は先取的に始める ことに よりポ ッ プ ス 音楽的な ｢ 軽さ｣ を

顔出した ｡

園3 強拍をあえて外 して作成 した部分 (JJ ) と和音を先取的に使用 した (I ) の楽譜

･ 1 3 小節目から1 6 小節目は1 3 , 1 4 小節が両 手の 伸長をイ メ ー ジ した 曲の 動きで ,
1 5

,
1 6 小節の 右手は実際に

膝や手をたた い て 鳴らす動きに合わせ た ( 図 4 の凸) ｡ 同左手は動き の感 じを持続させ るため に1 3 , 1 4 小

節の 四分音符を八 分音符と した ( 同↓) ｡ 1 7 - 2 0 小節は繰り返 しで あ る｡ 同様に2 2 小節目等の 左手の ア ク

セ ソ トも体の 動きに合わせたもの で ある ( 図 5 のJl ) o

∫ .n. I I
.

.

-

. . n ∴ Jl ｣ し Jl

図 4 膝や手をた たいて鳴らす動きに合わせた部分( 凸) と動きの感 じを持続させ るため部分( I ) の楽譜

図 5 体の動きに合わせた部分 ( 凸) の楽譜
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匝] の部分は元 々匡] と対比するような動きを目指 して い る ｡ そ の ため に拍子も 6 / 8 拍子と し, 速さ は M .

M I J .

- 6 0 程度と した ｡ 調もホ長調か らは遠隔調と なる変 ニ 長調と した ｡ 変 ニ 長調は全体的に柔らか な

雰囲気を持 つ 曲にも用い られる ことが多い ｡ こ こで は メ リ - リの ある動きより, 柔らか な連続的な動きを

表現するため に, ア ル ペ ジオを主体と した曲想に設定した ｡

図 6 柔らかな体の動きに合わせた[司の冒頭部分の楽譜

匝司の部分は 一

つ の ポー ズを保持する ｢ 静か な動き｣ で あり, 同時にB] から匡コに行く ブリ ッ ジ で もあ
る ｡ 曲想は匡] の 柔らかな雰囲気を保つ と同時に , 調性を固定 しない ように して響 きが 単調に ならな い よ

う に した｡

匡] は匡] と ほ ぼ 同じで ある ｡ 動きは全く 変わ らない が, 音楽の 方は再現部ら しくな るよう , 若干変 えて

ある箇所が ある ｡ 図 7 で は匡] 1 7 小節目 で は D 7 の 部分は半音階的進行を用い あえて 調性を不安定に して動
きを演出 して い るが

, 匡コ76 小節目 で は↓を 一 般的な順次進行と して , 刺激を避け て安定感の 方を出すよ

う にして い る ｡

> = ヨー

図 7 匡] と匡コの異な っ た進行を用い た例

･ 終結部は, 言葉通りこ の 曲の 終結部で あり , なる べ く華やか にするため
,
同時に鳴る音の 音域を広くと る

ように した ｡
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図 8 終結部の音域を広く取 っ た部分
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Ⅴ 評価と今後

実際に現場 で使用する前に , 今回 の 研究チ ー ム によ っ て検討と評価を行 っ た ｡ 前奏部分がわか りにく い 部

分が あり , 若干 の 手直 しを した ( 掲載楽譜は手直 ししたもの) ｡ そ の他 , 強拍に音が な い こ とに つ いて は評

価が分かれたが ,
これ で 良い と い う意見がやや優勢で あ っ た ｡ 現場で の 実践は ｢ リ ズ ム 体操授業における音

楽学習の方法論ⅠI ｣ に委ね る こと とする ｡

今回 は試作で あり, 1 つ しか作らなか っ たが , 既成曲の使用が多い 現状を考えると ,
も っ と多くの 作品を ,

リ ズ ム 体操を理解 した優秀な作曲の 専門家が作る必要を感じた ｡ よりより リズ ム 体操の 教育の ためにも多く

の 作品を生み出す努力が必要で あると思う ｡
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資料 ( リズム体操の薬毒普全曲)
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